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企 平成5年度富山大学学位記授与式。 円内は1,470名の卒業生を代表と

して学位記授与する。 （平成6年3月25日倹）於：富山市公会堂）
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司副司副
－－－－寸3月25日富山市公会堂において「～～～1

平成5年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行

＝＝合計 1,470名が社会に巣立つ＝＝

平成 5年度富山大学学位記授与式が平成6年 3月25日掛午前10 時30分から富山市公会堂で挙行されました。 式に先立ち本

学フィ／レハーモニー管弦楽団によるオーケストラ演奏があったのち， 授与式では， 先ず小黒学長から学部卒業生1,30 5名， 大

学院研究科修了 生1 61 名， 専攻科生4 名， 合計1,470 名に 学位記が授与され． 引き続き 学 長から告辞があったのち学位記 授与

式を終了いたしました。

学位記授与式学長告辞（全文）

学長 小 黒 千 足

本日所定の課程を終え， 学土又は 修土の学位を授与さ

れた1,466名及び専攻科を終了した4 名の諸君に心から

御祝を申し上げます。 また， この日を心待ちにしておら

れた御父兄の御喜びも大きいことと存じます。

さて， 最近の大学の在り方を， キーワードで表すなら

ば国際化， 学際化そして情報化の 3 点を上げることがで

きます。 一方， 社会情勢としては， 不況， 少子化， 政情

不安定等がありましょう。 バブル崩壊は既に遠い過去の

ものになり， より広く大きい不況と言う表現に変わりま

した。

さらに． 数十 年続いた自由民主党政権が内部より崩壊

し， 昨 年8月に連立政権が誕生 し国政を担うようになる

ことを， 昨 年の今頃には誰が予想したでしょうか。

今ここで， いたずらに言葉をもてあそんでいる訳で は

ありません。 ここで明らかにしたいのは， 大 学の時の流

れと， 社会の時の流れや動向の聞には， 大きいずれが存

在することを指摘したいのです。

大学を去る諸君は， このギャップに， いかに対処する

かを迫られることになります。私は， 「社会は大学と違っ

て． 甘いものではなしづなどと言うつもりは全くありま

せん。

大 学はそんなに甘い処ではなかったはずですし， その

ような教育をした覚えはありません。 ただ， 辛さの方向

は異なることを指摘しておく必要があると考えておりま

す。

ところで， 大 学とは何ぞやと言うことには， 多くの論

-3ー



平成6 年4月発行 学

議と研究， そして考えが存在します。 その中のーっとし

て， 米国の著 名 な教育学者ジョーゼフ・ ベン・デビッド

は著書の中で1970年以降， 大学進 学率が急速に高まり，

いわゆる大衆化したことで， 大学が大きく変わった こと

を指摘いたしました。 その最も大きな点は， 方向性の喪

失（Disorien ta ti on）ではあると言っております。 ここ

で内容の解説はいたしませんが， わかり易く言うならば，

大学が大衆化したことへの対応として， 質と内容の共通

化， 平均化を志向して事に当たるのか， あるいは 多様化

の導入で切り抜けようとするのか． いずれかの選択を迫

られていると考えてよいと思います。

わが富山大学は後者の道を選びました。 残念ながら諸

君には適用されませんでしたが， 平成5 年度より本学は，

抜本的な教育改革を行い， 名実ともに4 年一貫教育体制

を導入いたしました。 この教育改革は， 全国の国立大学

に先駆けて行ったもので， 教育効果の飛躍的な向上が期

待されております。 諸君は今， 富山大学を去るに当たっ

て， 母校が時代を先取りし． 革新的改革を行ったことに，

誇りをもってくだされ ば幸いです。

時間的に 少し戻りますが， 諸君は何を求めて大学に，

そして富山大学に入学したのでしょう。 もちろんそれは

.A.. 式に先立ちオーケストラ演奏する

本学フィルハーモニー管弦楽団
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一人 一人異なると思います。 大学は， 異なる個々の希望

に一致するような対応は不可能でした。 しかしながら，

我々はかけがえのない何物かを諸君に与えたと信じてお

ります。

それは 「時代を越えても変わらない価値観の把握と，

常に変わる時代への柔軟で的確な対応」であります。 こ

のことは， 大学でしか得られないものであります。

これこそ， 大学教育の本質であり， 社会が変わっても，

大学が大衆化しようとも， この点が失われたなら ば， 大

学は単なる職業訓練の場， あるいは就職予備校になるで

しょう。

本学を去るに当たって， もう一度諸君が大学で学んだ

意義を想い， 本学における数年間が諸君のこれからの人

生 に果たすであろう重さを噛みしめていただきたいと思

います。

幸い， キャンパスの整備も進んでおります。 ゆく先々

でも富山大学を思いだ、し． 折りにふれて元の古巣を訪れ，

母校が発展する姿を 目 の当たりにし， 共に喜んでいただ

くことを願っております。

最後になりましたが， 諸君の今後の発展を心から祈念

して告辞を終わります。
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一一教官8名 事務系4名一一

平成 5年度に定年（停年）又は勧奨により退職された方々 を囲む懇談会が去る3月15日例11 時 5 0分から黒田講堂会議室に

おいて開催されました。

懇談会では， 小黒学長から退職者一人 一人に記念品が贈呈された後． 永年にわたって本学に尽くされたことへの労をねぎ

らう挨拶がありました。これに対して退職者を代表して， 教育学部野村教授が謝意を述べられました。

次いで記念撮影の後， 懇親パーティに移りました。

懇親会は， 終始和やかな雰囲気のうちに行われ， 学長をはじめ各部局長から永年の労がねぎらわれました。

平 成 5 年 度退職者を囲む懇談会

本年度末をもって退官される皆様には， 積年にわたっ

て富山大学の発展に御尽力されましたことを， 心からお

礼申し上げます。

ところで， 皆様が御退官を前にした， この数年間はか

つてない 多忙と， 多くのエネルギーをおつかい戴いた時

期でありました。申すまでもなくそれは教育改革と自己

点検評価体制確立のためのものであります。

平成3年 7月に大学設置基準の改正が行われましたが．

万人が認めるように， これは戦後の大学の最大の変革で

あります。

設置基準の改正の第一の点， 自己点検評価は， 「行わ

れなけれ ばならない」とされるものです。これにつ きま

平成6年3月15日

しては自己点検評価に関する検討委員会が早々に結論を

出され， 本学はそれに従って体制を整えることが出来ま

した。現在も2年 目 を迎えて更に整備を進めているとこ

ろであります。

設置基準改正の第 2点 目 は， いわゆる大綱化で， 一般

教育と専門教育の区別を廃止したものであります。 これ

によって， 理論的には一般教育担当専門の教官あるいは

その組織の存在が有り得ないことになりました。

富山大学では教育改善検討委員会が早くそして立派な

結論を出して下さいましたので， 本学ではその大要に従っ

て教育の改善． 組織の整備をすることがで きました。

これは誠に幸いなことであります。他の多くの大学で

は， 大綱化以来数年にわたって， そして現在も， この改

革に対応するための調整， 準備， 会議に明け暮れている

といっても過言ではありません。
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このような 次 第で皆様の最後の数年間のお時間は， 本

学の改革に費やされましたが， 一方ではその成果が富山
教 育 ρ子ふ4一－ 部

大 学の大きな発展のためであったと， お詫びとともに改 、1
,, 

主戸自‘ 文 部 教 官
めてお 礼を申し上げます。

畑沿 &r-
認' 

北 林 吉 弘
御退官後の道は皆様それぞれ異なるとは存じますが，

現在の6 0才代は， 5伴前の壮年期に相当すると言われます。

これからも御健勝であられますことをお祈りいたします。

お時間がございましたら， 古巣を御訪ね下さり， いろ
教 育 A寸ヱ4- 部

いろとご指導を賜れ ば幸いに存じます。
文 部 教 官

以上， 長くなりましたが， お 礼の言葉に代えさせてい
野 村 昇

ただきます。

なお退職された方々は次のとおりです。

事務局庶務部

文 部事務官

嶋 田 政 信

学 生 部

文 部事務官

中 林 邦 夫

弘

教 育 学 部

文 部 教 官

高 桑 幸 子

経 済 学 部

文 部 教 官

掛 漂 晃 一

経 済 学 部

文 部事務官

松 下 甚 清

理 学 部

人 文 学 部

文 部 教 官

本 田

人 文 学 部

文 部 教 官

平 田

人 文 学部・ 理学部

文 部事務官

泉 三 郎

純
文 部 教 官

小 嶋 皐

工

之耕

部

官

岡

教

大

学

部文
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｜保健管理センター所長に笹倉教授を選出｜

掛津晃三保健管 理 セ ン タ一所
長 の 任期 が， 平成 6 年 3月 3 1 日
で満了す る こ と に 伴 い ， さ る 2

月 24 日 同開催 の保健管理セ ン タ 一
委 員 会 に お い て ， 次期所長候補
者 の選 考 が行われ， 工学部 か ら
推 薦 の あ っ た 工学部笹倉蕎介 教

授が選出さ れ ま し た 。 任 期 は ， 平成 6 年 4月 1 日 か ら 2
年 間 。

笹倉教授 は ， 昭和29年 3月 富 山 大学工学部 を 卒 業 ， 同
年4月 神州化学工業株式会社入社， 同 32年 2月 か ら 富 山
化学工業株式 会 社 勤 務 を 経 て ， 同 39年 1月 富 山 大 学 工 学
部助手 に 就任， 同 44年 1 1月 間講師， 同 50年 4月 間助教授，
同60年 8月 間教授 と な り ， 現在 に至っ て い ます 。

専 門 は， 反応 プ ロ セ ス ， 生物 プ ロ セ ス ， 工 学 博 士 （ 大
阪 大学 ） ， 富 山 県出身 。

（就任 の抱負 ）
本 学 で は 平成 5 年 か ら 教養部を廃止 し ， 4 年 一貫教 育

を 基 本 に し た 教育 改革を実施 し ま し た 。
今後， この新 し い 理 念 を 基 に いろ いろ な観点か ら査実

を 図 る た め に ， 取 り 組 ん で い く こ と が 必要か と思 い ます 。
保健管理セ ン タ ー に お い ても例外で は な く ， 学生 の 精

神 ・ 身体面での健康 に つ い て の対応策も， 学 内 の改革の
実状 に沿 っ た 体制 に 見 直すべ き よ い機会か と 考え ます 。

私 と し て は ， 微 力 で は あ り ま す が ， 精一杯学生 の 健 康
増進 の た め に努力 し て い き た い と 存じ ます 。

皆様方 のご支援を切 に お願 い申 し 上 げ る 次 第 です 。

��司己�［！）
渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

リ ピ ン 「 マ ルテメディ ア によ る 外国 6. 2. 9 
外 国 出張 教育学部 助教授 藤田 正春 フ ィ 人子女用 日 本語教材 ソ フ ト ウ

台 湾 ェ ア の開 発」 の研究 6 .  2 .  16 
「ゴ ンド ワ ナ超大陸原生代変 6 .  2 .  17 

II ，， 刑座圭太郎 イ ン ド 動帯の研究」 に 関す る 野外調
査研究 6 .  3 .  16 

大陸性吹雪 に起因す る雪害 の 6 .  2 .  26 
理 学 部 教 授 封馬 勝年 中 国 共同研究 6 .  3 .  8 

タ タ 基礎科学研究所数学部門 6 .  2 .  9 
海 外 研 修 教育学部 教 授 浅沼 照雄 イ ン ド 客員研究員 と し て可換代数学

の研究 6 .  4. 10 

第 8 回 界面およびコ ロ イ ド科 6 .  2 .  1 1  
工 学 部 助教授 伊藤 研策 オ ー ス ト ラ リ ア 学国際会議に参加， 研究発表 6 .  2 .  2 1  

「 アジ ア の構造発達史」 に 関 6 .  2 .  24 
理 学 部 助 手 大藤 茂 アメ リ カ 合 衆 国 す る討論会に参加 ，， 

6 .  3. 2 
6. 2. 27 

，， 助教授 酒井 英男 ネ ノて 一 ／レ 地質調査と炭石試料調査
6 .  3 .  14 
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ゆ昌三』司
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 伺令』3・

昇 任 6 .  3 .  16 京藤 貫 附属図書館学術情報係長 附属図書館事務長補佐

採 用 6 .  3 .  22 中村 作三 臨時用務員 （学生課作業員 ）

辞 職 6 .  3 .  31  泉 ＝郎 人文学部 ・ 理学部事務長 辞職を承認す る

，， 嶋田 政信 庶務部庶務課課長補佐 辞職を承認す る

退 職 6 .  3 .  3 1  中林 邦夫 厚生課長 国家公務員法第81条の 2 第l項の規定 に
よ り 平成 6 年 3 月 31 日 限 り 定年退職

，， 松下 甚清 経済学部事務長補佐 国家公務員 法第81条の 2 第 l 項の規定に
よ り 平成 6 年 3 月 31 日 限 り 定年退職

採 用 6 4 .  1 荒井 柳三 技能補佐員 （施設課機械操作手 ）

，， 坂林真喜子 臨時用務員 （厚生課作業員 ）

，， 田 上 智子 事務補佐員 （教育学部 ）

，， 福島 春代 臨時用務員 （教育学部作業員）

II 竹井 公子 臨時用務員 （教育学部作業員 ）

，， 佐倉 珠美 事務補佐員 （工学部 ）

，， 田 子 夏恵 事務補佐員 （ 工学部 ）

昇 任 6 .  4 .  1 矢部 音賓 国立吉備少 年 自 然 の家所長 事務局長

，， 森井 正 経理部経理課課長補佐 豊 田工業高等専門学校庶務課長

，， 京藤 貫 附属図書館事務長補佐 滋賀医科大学図書課長

II 奥 田 真一 経理部主計課課長補佐 附属図書館事務長

，， 羽根 俊 庶務部庶務課専門職員 （研究協力担当） 庶務部庶務課課長補佐

，， 桶 喜一 経理部主計課司計係長 人文学部・理学部事務長補佐

，， 保正 邦久 庶務部庶務課庶務係長 経済学部事務長補佐
，， 前 田 邦樹 工学部専門職員 （研究協力担当） 富山医科薬科大学総務部庶務課課長補佐
，， 石川 裕史 経理部経理課情報処理係情報処理主任 経理部経理課情報処理係長

，， 波間 雄司 教育学部学務係教務主任 厚生課専門職員

，， 奥野 芳 明 経理部経理課用度係用度主任 富山商船高等専門学校会計課用度係長
，， 川 上 重信 人文学部 ・ 理学部学務係教務主任 北陸先端科学技術大学院

大学研究協力部学生課厚生係長
，， 大聖寺一孝 教育学部会計係経理主任 体育局

生涯スポー ツ課登山研究所庶務係長
，， 坂東 康子 文部事務官 （ 人文学部 ・ 理学部） 庶務部庶務課学事調査係研究協力主任
，， 安部 保子 文部事務官 （庶務部企画室） 庶務部企画室教養教育実施係教務主任
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昇 任 6 .  4 .  1 平野美智子 文部事務官 （人文学部 ・ 理学部 ） 人文学部 ・ 理学部学務係学務主任
，， 新井 健二 文部事務官 （経済学部） 経済学部教務係教務主任

，， 畠山 節子 文部事務官 （教育学部 ） 工学部学務係学生主任

，， 山 上 康彦 文部事務官 （庶務部庶務課 ） 富山商船高等専門学校
学生課学生係学生主任

II 田村 修一 文部事務官 （経理部主計課 ） 富山商船局等専門学校
会計課用度係用度主任

，， 庄司 正文 文部事務官 （経理部経理課 ） 富 山医科薬科大学
総務部経理課用度第一係主任

転 任 6 .  4 .  1 宮越 謙三 富山工業高等専門学校 厚生課専門職員学生課学務担当専門職員
，， 向 雅己 富山工業局等専門学校 庶務部庶務課学事調査係長庶務課庶務係長
，， 矢後 和子 富山商船局等専門学校 庶務部企画室企画調査係長庶務課人事係長
，， 友坂 義一 富山商船品等専門学校 経理部主計課管財係長会計課総務係長
，， 鹿 島 光雄 体育局 施設課企画係長生涯スポー ツ課登山研究所庶務係長
，， 佐野 勤 高 岡短期大学学生課教務係長 学生課学生係長

，， 能手 哲治 国立立山少 年 自 然 の家 人文学部 ・ 理学部経理係長庶務課会計係長
，， 吉 田 恵吉 富 山医科薬科大学 附属図書館学術情報係長教務部図 書課情報サービス 係長
，， 御福 隆 厚生課厚生寮務係長 富山工業局等専門学校

学生課学務担当専門職員
，， 高邑 欣市 工学部学務係長 富 山医科薬科大学

教務部研究協力課専門職員
，， 太 田 則 春 経理部経理課情報処理係長 富 山工業高等専門学校庶務課庶務係長

，， 黒 田 景 一 富山 医科薬科大学 経理部経理課管理係管理主任総務部主計課収支分析係収支調査主任
，， 片桐 茂 富山工業局等専門学校 附属図書館総務係総務主任会計課総務係総務主任
，， 室 智子 文部事務官 （ 高 岡短期大学庶務課 ） 文部事務官 （経理部主計課 ）

，， 稲川 敏行 文部事務官 文部事務官 （ 人文学部 ・ 理学部 ）（ 富山 医科薬科大学総務部庶務課任用係）
，， 有沢 隆一 文部事務官 文部事務官 （教育学部 ）（ 富 山商船高等専門学校学生課学生係）
，， 松 田 晃 文部事務官 文部事務官 （経済学部 ）（富山工業高等専門学校庶務課 ）
，， 山 田 豊 文部事務官 文部事務官 （経済学部）（ 国立立山少 年 自 然 の家事業課業務係 ）
，， 荒木 義弘 文部事務官 文部事務官 （工学部 ）

（富山医科薬科大学総務部経理課用度第二係）

，， 光地 浩和 文部事務官 文部事務官 （ 附属図書館）（ 富 山 医科薬科大学業務部医事課医事係 ）
II 種目ヨ シヱ 文部事務官 文部事務官 （ 附属図書館）（ 富山工業高等専門学校学生課 ）
，， 船崎 浩之 文部事務官 （人文学部 ・ 理学部 ） 文部事務官

（富山工業高等専門学校庶務課 ）
，， 岩城 稔 文部事務官 （ 人文学部 ・ 理学部 ） 文部事務官

（ 国立立山少 年 自 然、の家事業課業務係）
，， 竹 田 美紀 文部事務官 （教育学部） 文部事務官 （ 高 岡短期大学学生課 ）

，， 草 島 伸雄 文部事務官 （経済学部 ） 文部事務官
（富山医科薬科大学総務部庶務課任用係）
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転 任 6. 4. 1 角井 彼子 文部事務官 （ 附属図書館） 文部事務官
（富山工業高等専門学校学生課 ）

，， 協坂 勝人 文部事務官 （附属図書館） 文部事務官
（富山医科薬科大学教務部図書課情報サービス係）

配置換 6. 4. 1 磯 田 義賢 佐賀医科大学総務部庶務課長 庶務部庶務課長

，， 東山 幸夫 浜松医科大学施設課長 施設課長

，， 大平 嘉彦 神戸商船大学学生課長 学生課長

，， 藤 田 孝 宇都宮大学入学主幹 厚生課長

，， 今回 牧 事務局長 広 島大学事務局長

，， 渡遺 昭 庶務部庶務課長 東京工業高等専門学校庶務課長

，， 井原 紀男 施設課長 名古屋工業大学施設課長

，， 道菅 ￥＇ロ色 学生課長 広島大学教務課長

，， 山岸 長幸 教育学部事務長 人文学部 ・ 理学部事務長

，， 奥村喜代志 附属図書館事務長 教育学部事務長

，， 飯 田 憲郷 富山 医科薬科大学教務部庶務課課長補佐 庶務部人事課課長補佐

，， 新 田 昌六 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 経理部主計課課長補佐

，， 松下 義春 学生課課長補佐 経理部経理課課長補佐

，， 大場 克晃 富 山 医科薬科大学教務部学生課課長補佐 学生課課長補佐

，， 角井輿志雄 庶務部人事課課長補佐 工学部事務長補佐

，， 刈賀 春樹 工学部事務長補佐 富山 医科薬科大学総務部経理課課長補佐

，， 涌井三枝子 庶務部庶務課学事調査係長 庶務部庶務課専門職員 （研究協力・法規担当）

，， 湊 馨 経理部経理課出納係長 経理部経理課専門職員 （契約担当 ）

，， 横山 正弘 工学部用度係長 工学部専門職員 （研究協力担当 ）

，， 谷 口 和則 庶務部企画室企画調査係長 庶務部庶務課庶務係長

，， 吉沢 誠 経済学部会計係長 経理部主計課監査係長
，， 北J II 功 経理部主計課監査係長 経理部主計課司計係長
，， 東 敏 人文学部 ・ 理学部経理係長 経理部経理課出納係長

，， 江藤 憲和 施設課企画係長 経理部経理課給与係長

，， 大崎 秀雄 厚生課奨学係長 厚生課厚生企画係長

，， 河上 孝 経理部経理課給与係長 教育学部会計係長
，， 松本 進 経理部主計課管財係長 経済学部会計係長
，， 田 中 祥男 教育学部会計係長 工学部用度係長
，， 泉 田 享一 学生課学生係長 工学部学務係長
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配置換 6 .  4 .  1 川遁 誠 経理部経理課出納係出納主任 経理部主計謀総務係総務主任

，， 北川 敬信 庶務部庶務課学事調査係研究協力主任 経理部経理課出納係 出納主計

，， 寺協 誠一 庶務部企画室教養教育経理係経理主任 経理部経理課用度係照度主任

，， 小林 司 庶務部企画室教養教育実施係教務主任 人文学部 ・ 理学部学務係教務主任

II 岩永 晴雄 工学部経理係経理主任 教育学部会計係経理主任

，， 永 田 義則 経済学部教務係教務主任 教育学部学務係教務主任

，， 武本 光雄 教育学部附属学校第一係会計主任 工学部庶務係研究協力主任

，， 中村 克 己 工学部庶務係研究協力主任 工学部経理係経理主任

，， 田 端 尚史 文部事務官（工学部） 文部事務官（庶務部庶務課）

，， 本海 誉子 文部事務官（工学部 ） 文部事務官（庶務部庶務課）

，， 寺 田 明弘 文部事務官（附属図書館） 文部事務官（庶務部企画室 ）

，， 細 田 和義 文部事務官（経理部経理課） 文部事務官（経理部主計課）

，， 村道 俊一 文部事務官（人文学部 ・ 理学部） 文部事務官（経理部経理課）

，， 土木 祐一 文部事務官（教育学部） 文部事務官（経理部経理課）

，， 山 田 勇一 文部事務官（工学部 ） 文部事務官（学生課）

，， 生 田 孝行 文部事務官（庶務部庶務課） 文部事務官（人文学部 ・ 理学部）

，， 松 田 義弘 文部事務官（経理部経理課） 文部事務官（人文学部 ・ 理学部）

，， 新庄 忍 文部事務官（経理部主計課） 文部事務官（教育学部 ）

，， 山 田 浩司 文部事務官（附属図書館 ） 文部事務官（教育学部 ）

，， 川上真由美 文部事務官（経理部主計課） 文部事務官（工学部 ）

II 木下 晋 文部事務官（学生課） 文部事務官（附属図書館 ）

併 任 6 .  4 .  1 田 端 尚史 文部事務官（庶務部庶務課 ） 教育助成局海外子女教育課指導 ・
帰 国子女教育係 （～ 7 .  3 .  31) 

職務命令 6 .  4 .  1 羽根 俊 庶務部庶務課専門職員（研究協力担当） 研究協力担当を免ず る

，， 林 征紀 経理部主計課専門職員（契約担当） 契約担当 を免ず る
，， 林 征紀 経理部主計課専門職員 予算分析担当を命ず る

，， 林 征紀 経理部主計課専門職員（予算分析担当 ） 経理部主計課専門員 を命ず る

II 湊 馨 経理部経理課専門職員（契約担当） 経理部経理課専門員 を命ず る
，， 高森 吾 両疋旬 人文学部 ・ 理学部専門職員（教務担当 ） 人文学部 ・ 理学部専門員 を命ず る
，， 前 田 邦樹 工学部専門職員（研究協力担当 ） 研究協力担当 を命ず る
，， 奥村 行夫 工学部専門職員（外国人留学生担当 ） 工学部専門員 を命ず る
，， 横山 正弘 工学部専門職員（研究協力担当） 工学部専門員 を命ず る
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職務命令 6 .  4 .  1 長崎 宏美 文部事務官（庶務部庶務課） 庶務部庶務課庶務係庶務主任 を命ず る

，， 種 田ヨシヱ 文部事務官（附属図書館 ） 附属図書館閲覧係閲覧主任を命ず る

，， 脇坂 勝人 文部事務官（附属図書館） 附属図書館閲覧係閲覧主任 を免ず る

，， 角井 祭子 文部事務官（開属図書館） 附属図書館参考係参考主任を免ず る

退 職 6 .  4 .  1 五十嵐ヨシ枝 臨時用務員（厚生課作業員 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 福 田千恵子 臨時用務員（教育学部作業員 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 林 美賀子 事務補佐員（工学部 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 高橋 志保 事務補佐員（工学部 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 堀 裕子 事務補佐員（工学部 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 片山 良一 臨時用務員（工学部作業員 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

，， 伊藤 勇 臨時用務員（工学部作業員 ） 平成 6 年 3月 31 日 限 り 退職した

辞 職 6 .  3. 3 1  成 田 節 助教授（人文学部） 辞職を承認す る

，， 松井 保 教 頭（副校長 ）（教育学部附属中学校 ） 辞職を承認す る

，， 吉 田 人 史 教 諭 （教育学部附属 小学校 ） 辞職を承認す る

，， 斉藤 昭 教 諭 （教育学部附属 小学校 ） 辞職を承認す る

，， 寺井 誠 教 諭 （教育学部附属中学校 ） 辞職を承認す る

，， 滝脇 一夫 教 諭 （教育学部附属中学校 ） 辞職を承認す る

，， 本 田 京子 教 諭 （教育学部附属養護学校） 辞職を承認す る

，， 市川 明美 教 諭 （教育学部附属養護学校） 辞職を承認す る

，， 山本 隆司 教 諭 （教育学部附属養護学校） 辞職を承認す る

II 松本 良 子 教 諭 （教育学部附属養護学校） 辞職を承認す る

，， 高桑 幸子 教 諭 （教育学部附属 幼 稚園 ） 辞職を承認す る

，， 唐津 博 助教授（経済学部 ） 辞職を承認す る
，， 長久 良一 助教授（経済学部 ） 辞職を承認す る
，， 輿志平 尚 助 手（理学部 ） 辞職を承認す る
，， 横田 尚子 文部技官（工学部 ） 辞職を承認す る

採 用 6. 4. 1 若尾 政希 助教授（人文学部 ）
，， 藤 田 秀樹 助教授（人文学部 ）
，， 松村 晴路 教 授（教育学部 ）
，， 榎沢 良彦 助教授（教育学部 ）
，， 尾 島 隆保 教 頭（副校長）（教育学部附属中学校）
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採 用 6. 4 .  1 草野 岡。 教 諭（教育学部附属小学校）
，， 原野 克憲 教 諭（教育学部附属小学校）

，， 藤井 克弘 教 諭（教育学部附属中学校 ）

，， 尽 和慶 教 諭（教育学部附属中学校 ）

II 安 田里美子 教 諭（教育学部附属養護学校 ）

，， 酒井美音子 教 諭（教育学部附属養護学校）

，， 鎌谷E由美 教 諭（教育学部附属養護学校）

，， 丸 田万里子 教 諭（教育学部附属養護学校）

，， 星野 富一 教 授（経済学部 ）

，， 小畑 史子 講 師（経済学部 ）

，， 中村 和之 講 師（経済学部）

，， 岸 本 書写生 講 師（経済学部）

，， 字野 斉 講 師（経済学部 ）

，， 岩 内 秀徳 講 師（経済学部 ）

，， 池 本 弘之 助 手（理学部 ）

，， 蒲池 浩之 助 手（理学部）

，， 渡遺 了 助 手（理学部 ）

，， 石 原 卓 助 手（工学部 ）

，， 岡根 正樹 助 手（工学部 ）

，， 笹木 亮 助 手（工学部 ）

，， 須加 実 助 手（工学部 ）

，， 宮嶋 俊 明 文部技官（工学部 ）

昇 任 6 .  4 .  1 鈴木 敏昭 助教授（人文学部 ） 教 授（人文学部 ）
，， 谷井 俊仁 講 師（人文学部 ） 助教授（人文学部 ）
，， 田村 俊介 講 師（人文学部 ） 助教授（人文学部 ）

II 松井 暁 講 師（経済学部 ） 助教授（経済学部）
，， 伊藤 司 助 手（東北大学法学部 ） 講 師（経済学部 ）
，， 石川 義和 助教授（理学部） 教 授（理学部 ）
，， 清棲 保弘 助 手（名古屋大学理学部 ） 助教授（理学部 ）
，， 袋谷 賢吉 助教授（工学部） 教 授（工学部 ）
，， 佐 々 木和男 助教授（工学部） 教 授（工学部 ）
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の所 属 官職 異 動 内 容

昇 任 6. 4. 1 岡 田 裕之 講 師（工学部 ） 助教授（工学部 ）

，， 小 出 員路 講 師（工学部 ） 助教授（工学部 ）

。 磯部 正治 助 手 （富山医科薬科大学和漢薬研究所） 助教授（工学部 ）

転 任 6. 4. 1 横山 文樹 教 諭（柚道教育大学教育学部付属函館崩姐 ） 教 諭（教育学部附属幼稚園 ）

II 井上 逸兵 助教授（人文学部 ） 助教授（信州大学人文学部 ）

，， 森 田 義則 助 手（工学部） 講 師（石川工業高等専門学校 ）

配置換 6. 4. 1 山極 隆 主任視学官（初等中等教育局 ） 教 授（教育学部制轍育実践砂晶導センター ）

II 宮下 和雄 教 授（工学部） 富山工業 高等専門学校長

，， 吉津 寄夫 文部技官（工学部 ） 助 手（工学部 ）

退 職 6. 4. 1 本 田 弘 教 授（人文学部 ） 平成6年3月31日限り停年により退職した

，， 平田 最宅 教 授（人文学部 ） 平成6年3月31日限り停年により退職した

II 野村 昇 教 授（教育学部 ） 平成6年3月31日限り停年により退職した

，， 北林 吉弘 教 授（教育学部） 平成6年3月31日限り停年により退職した

，， 鯛津 晃三 教 授（経済学部 ） 平成6年3月31日限り停年により退職した

，， 小嶋 撃 教 授（理学部） 平成6年3月31日限り停年により退職した

II 大 岡 耕之 教 授（工学部 ） 平成6年3月31日限り停年により退職した

併 任 6. 4. 1 宮下 尚 教 授（工学部） 評議員（～ 7 . 5. 31) 

，， 松井 政 明 教 授（教育学部） 教育学部附属小学校長（～ 8. 3. 31) 

，， 長井 真隆 教 授（教育学部 ） 教育学部附属中学校長（～ 8 . 3. 31) 

，， 宮111奇汁｜弘 教 授（教育学部） 教育学部附属養護学校長（～ 8. 3. 31) 

II 岸 井 勇雄 教 授（教育学部 ） 教育学部附属幼稚園長（～ 8. 3. 31) 

，， 笹倉 蕎介 教 授（工学部 ） 保健管理セ ン タ 一所長（～ 8 . 3. 31) 

，， 宮下 和雄 教 授（工学部） 評議員 の併任を解除す る

，， 小林久霧雄 教 授（理学部） 理学部数学科長（～ 7. 3. 31) 

II 阿部 俊夫 教 授（理学部 ） 理学部物理学科長（～ 7. 3. 31) 

／／ 塩谷 俊作 教 授（理学部） 理学部化学科長（～ 7. 3. 31) 

，， 鈴木 邦雄 教 授（理学部 ） 理学部生物学科長（～ 7 3. 31) 

，， 堀越 叡 教 授（理学部） 理学部地球科学科長（～ 7 . 3. 31) 

II 井上 ヲム 教 授（理学部 ） 理学部生物園環境科学科長（～7. 3. 31) 

II 藤田 宏 教 授（工学部 ） 工学部電子情報工学科長（～ 7. 3. 31) 

，， 大住 同リ 教 授（工学部 ） 工学部機械システム工学科長（～7. 3. 31) 
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の所 属 官職 異 動 内 向甘』

併 任 6 .  4. 1 新井 甲ー 教 授 （工学部 ） 工学部物質工学科長（～ 7 . 3 .  3 1 )  

，， 笹倉 蕎介 教 授（工学部 ） 工学部化学生物工学科長 （～7. 3. 31) 

臨時的任用 6. 4. 1 椎名由里子 教 諭（教育学部附属中学校 ） 平成6年3月31日限り任期満了により退職した

，， 田 中 則 人 教 諭（教育学部附属小学校）（～6. 5. 10) 

育児休業 6. 4. 1 岩 田万里子 教 諭 （教育学部附属中学校） 職務に復帰した

.� ミ』
平成6年度入学者選抜試験の後期日程を実施

「後期 日 程」 の 試 験 が ， 平成 6 年 3 月 12自国 に 実 施 さ
れ ま し た 。

経済学部「昼間 主コ ー ス 」 ， 「夜 間主コ ー ス」 で は 外
国語， 教育学部小学校， 養 護学校 及 び幼稚 園 の 各 教 員 養
成課程 で は 実技検査， 教育学部情報教育課程 及 び 理 学 部
化学科で は 小 論 文 によ る 試験 が 実 施 さ れ， 理学部数学科
及 び工学部化学生物工学科で は ， 今年度初めて面接 に よ
る 試験 が 実 施 さ れ ま し た 。 そ の結果， 別紙 の と お り 合 格
者 が決定 さ れ ま し た 。

.A. 試験開始の合図を待つ受験生（教育学部検査室）

企 試験終了． 肩の荷をおろ して帰路につく受験生

phu
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平成6年度富山大学入学者選抜試験（後期日程）状況表

H 6 .  3 .  20 
学 区 募集人員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数

学 科 ・ 課 程 備 考
部 分 人 人 人 人 人

人 文 且弓ιー 科 15 1 18 1 18 。 53 
人 後

国 際 文 化 』＋ 科 10 52 52 。 24 
言 語 文 化 �註ι－ 科 25 193 193 。 6 4  

文 期
計 50 36 3 36 3 。 141 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 30 287 106 181 45 

教 後 養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 6 83 43 40 7 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 9 132 71 6 1  1 0  
情報教育課程教育情報コース 6 59 3 1  28 7 

育 期 情報教育課程環境情報コース 4 66 35 3 1  5 
計 55 6 27 286 341 74 

昼 経 済 且号ん一 科 3 1  282 1 14 16 8 41 
問 経 営 :+ 科 24 209 82 127 30 主

経 後 コ 経 営 法 :+ 科 20 254 104 150 27 
ス 計 75 745 300 445 98 

夜 経 済 A弓？・. 科 4 25 13 12 8 
主問 経 営 学 科 5 46 19 27 10 

済 期 コ 経 営 法 五弓島aー " 科 5 34 18 16 10 
ス 計 14 105 50 55 28 

三口、 計 89 850 350 500 126 
数 学 科 7 36 16 20 7 
物 理 品弓aー－ 科 10 6 9  6 9  。 15 

後
化 学 科 8 40 20 20 10 

理 生 物 戸寸国ー． 科 7 54 54 。 12 
地 球 科 A子L一 科 5 48 48 。 8 

期
生 物 圏環 境 科 学 科 5 33 33 。 8 

計 42 280 240 40 6 0  
電 子 情 報 工 学 科 27 182 182 。 42 

後 機 械 シ ス テ ム 工 学科 2 1  1 1 9  1 1 9  。 26 
工 物 質 工 ぷでM「ら 科 17 272 272 。 27 

期 化 学 生 物 工 学 科 18 175 80 95 20 
計 83 748 6 53 95 1 15 

後 期 日 程 合 計 319 2 86 8 1, 892 976 5 16 
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平成5年度富山大学大学院研究科修了者一覧

〔人文科学研究科（修士課程）〕

専 攻 氏 名
日 本 ・ 東 洋 文 化 柴 田 紀 子( 9 人 ）

杉 森 真希子

高 橋 浩 二

要 門 美 規

清 水 知加子

白 井 万紀子

中 村 繁 之

竹 松 幸 香

ホ卜 士良 貞

西 洋 文 化 川 西 理 加( 1 人 ）

〔経済学研究科（修士課程）〕

専 攻 氏 名
地域・経済政策専攻 沢 辺 暢 之( 1 人 ）
企 業 経 営 専 攻 橿 尾 順 子( 7 人 ）

舘 清 志

常 盤 典 靖

陳 錫 帳

河 野 徹

高 森 香 織

竹 田 達 矢

〔理学研究科（修士課程）〕

専 攻 氏 名
数 A寸aゐ一 専 攻 秋 保 豊( 9 人 ）

大 家 康 司

金 崎 亨

城 木 秀 夫

地 引 歩

E命 文 題 目

都市社会事情 の成立 と 展開 大正期以降の大阪市を事例 と して一

鹿鳴館時代 一西洋社交が生みだした も の一
北部関東 に おけ る古墳出現期の社会構造

一群馬県 に お け る 土器の計量的分析か ら 一
指示語の発達 一幼児の縦断的研究か ら一

頓成の 「異安心」 ーそ の思想史的考察一

丁玲の初期の文学 に 関して

戦後開拓事業 と 入植者 一制度の変遷過程 と 岐阜県の事例一

加賀藩 出版文化の一考察

「型」 と 「叫型 」 を 中心 とした条件表現の考察
スティヴ ス ト ン の 日 系 カ ナ ダ人コ ミ ューティ
ーエ ス ニ ッ ク ・ コ ミ ュ ニティ存続に 関す る 一試論一

E命 文 題 目

静岡県のみかん栽培 と 地域経済活性化

利益積立金の資本組入 と み なし配当課 税の本質

海上労働 に お け る労働時間法制に 関す る 一考察

リ ー ダーシ ップ資質論の復権 ～そ の再評価 と 今 日 的意義～

企業組織 の活性化 に 関す る 一考察 ～小集団活動を 中心にして～
現庇あ る請負建築建物につ い て の担保責任

一契約解除 と 建て替え費用 の賠償請求 を 中心に一
リスク・マネジメント・コスト統計に関する理論的分析および実務的モデルの提唱

区 分所有建物に おけ る専用使用権 をめぐる諸問題

5命 文 題 目

Boundedness of martingale transforms with unbounded multipliers 

特異摂動法に よ る 多重内部遷移層解の構成 と 安定性

H-deformable surfaces 

Azema’s martingale and its local times 

Oscillation Theory for Nonlinear Equations 
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専 攻 氏 名 5命 文 題 目

竹 内 健 一 O scilla tio n  Pro perties of th e So lutio ns of Hyperbo lic Eq ua tio ns of 
Neutral Typ e 

東 海 賢 治 O scilla tio n  Th eo rems of th e So lutio ns of No nlinea r  Pa rabo lic 
D iff erentia l Ea ua tio ns 

宮 嶋 俊 明 T rigo no metries of two -po int ho mo geneo us spa ces 

森 川 有 紀 有 限体 と符 号 の理論
物 理 学 専 攻 岩 崎 剛 大 水分子 の遠赤外分光( 12人 ）

海 野 幸 浩 テ ト ラポ ッ ド型Z nO ・ ZnSe 結晶の構造 と そ の成長機構

在 東 兵 L iH と KH分子の遠赤外分光

片 山 朋 英 近赤外領域での レーザー分光

毛 涯 克 洋 サマ リ ウ ム化合物の熱， 磁 気， 電気的性質

高 田 正 光 炭酸ガス レーザー ・ ラジオ波二重共鳴分光

回 中 厚 酸化物高温超伝導体の伝導現象

経 田 昌 幸 完全性の異 な る シ リ コ ン結晶の回折強度の測定 と 解析

外 山 晃 正 短 ミ リ 波帯分光計の開発 と 分子 ミ リ 波分光

永 井 勝 之 メチノレア ルコール分子の遠赤外分光

演 回 毅 量子力学的状態 に起因 す る リ ー マ ン構造

山 本 憲一郎 遠赤外分光計の製 作 と 分子分光
化 A寸Lー 専 攻 朝 野 芳 織 メ タノ架橋ジ ク ロ ロジデヒド ロ

( 13人） 一［16］一， [20］一， 一［24］一 アヌ レ ンジオ ン の 合成 と 性質
石 回 美 和 イ ソ プ ロペ ニ ルジヒド ロ フ ラ ン誘導体の合成 と 反応

岡 本 理 香 廃水中の フ ッ 素化合物の除 去 に 関す る研究

尾 崎 健 一 リ ン酸パナジ ウ ム の微細構造 とブタ ン酸化機能

織 田 和 宏 ト リ チ ウ ムS線の結品徳造に 及ぼす影響

河 口 A寸Lー MgO 担持銀触媒 に よ るエチ レ ン酸化機能

桑 野 和 彦 水素結合ネ ッ ト ワ ー ク の振動解析 と ソ リ ト ン

中 村 美 恵 不斉エポキ シ化を利用す る 生物活性天然 物の合成研究

中 山 武 俊 オ リ ゴ （ 3ーヘ キ シ ルチオ フェ ン ） 誘導体の合成 と 非線形光学効果

松 田 寿 幸 イオ ン結晶 の ラ マ ン強度

宮 崎 慶 輔 多核パナジ ウ ム錯体の合成 と 構造

宮 脇 孝 久 リ ン酸ジルコ ニ ウ ム の構造 と ア jレ カ ン酸化脱水素機能

四 津 佳 伸 疎水性イオ ン会合体の水／ セ ル ロ ー ス 誘導体間の分配挙動
生 物 学 専 攻 池 内 裕一郎 イ ネ 属 に お け るゲノ ム型特異的反復配列 の ク ロ ー ニ ング と そ の構造解析( 16人）

内 田 勝 久 イ ワ ナ に お け る カ ル シ トー ン遺伝子の発現 ：
カ ル シ ト ニ ン の in situ h yb ridiza tio n 法の確立

江 尻 成 美 ワ ラビR ub isco 大サブユ ニ ッ ト 遺伝子 （rb cL ） お よ びそ の下流領域の構造解析
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専 攻 氏 名 論 文 題 日

大 谷 結 子 無尾両生類 に お け る鰐後腺 の機能の解明
： 消化管か ら吸収された カ ルシ ウ ム と 無機リン に対す る 役割

小 川 徳 重 ゾ ウリ ムシ繊毛運動に お け る有効打方向制御 の分子機構

加 瀬 陽 一 マイワシのカルシトニンおよびNープロカルシトニンの純化：その生化学的，生理学的研究

川 合 美貴子 キヒ ト デAst er ia s a mur ensis Liitken の発生 と そ の系統 学的考察

笹 井 毅 イワナの血中カjレシトニン濃度：E LIS A法の改良とカjレシトニンの生理的役割の解明

高 木 貴 志 アカエイの血中カlレシトニン温度：E LISA法の改良とカルシトニンの生理的役割の解明

高 野 篤 生 ゼンマイ胞子 の発芽過程におけ る葉緑体 タ ン パ ク 質の分解系

回 口 賢 治 ウ ニ卵 の有糸分裂に 関す る研究

富 松 かお り ク ラ ミ ド モナ ス の鞭毛運動が異常 な突然 変異株 3 種に つ い て

三 島 美佐子 パ ラ 科2属の細胞分類 学的研究

水 上 史 之 ゼン マイ胞子葉緑体 に おけ る タンパ ク 質のリン酸化

山 誠二郎 アグ ロバ ク テリ ウ ム圏内菌株によ るゴ マ形質転換系の確立

山 内 歌 子 イ ネ貯蔵蛋白質グ／レテリン遺伝子 の匪乳特異的シ ス 制御領域の解析
地 球 科 学 専 攻 浅 井 康 広 日 本列 島付近 の地殻変動同時異常の検出( 6 名 ）

新 谷 和 幸 配位数によ る積雪組織 の研究

加 藤 剛 之 人工地震 ・ 雷放電時 に観測 された電磁 気現象

棚 部 一 晃 水 に浸 っ た雪 の圧密実験

堀 井 雅 恵 第四紀堆積物の古地磁 気 ・ 岩石磁 気

平 井 徹 岩石磁 気の手法によ る熱履歴 の研究

〔工学研究科（修士課程）〕

専 攻 氏 名 論 文 題 目
電 気 工 学 専 攻 大 津 一 人 三段NANDゲ ー ト 回路の論理設計法( 8人 ）

塩 川 明 実 室傍核 ニュ ー ロン活動に対す るa FG F 及び関連ペプチドの作用

須 加 実 酵母の電界効果 と 電界融合

武 田 栄 一 懸垂碍子 の高耐電圧化に 関す る基礎研究

竹 田 勝 可動有限オー ト マ ト ン を 用 い たT，パ ク テリオ フ ァ ージ の 自 己組織化

西 野 英 克 磁 気抵抗率推定の有 限要素シ ミ ュ レ ーション

的 場 永 吉 コオ ロ ギ の求愛歌発音 に 関与す る神経細胞の同定

村 口 直 樹 明 る さ 知覚 のハード ウェ ア モデル と そ のシ ミ ュ レーション
工 業 化 学 専 攻 市 川 良 雄 機能性修飾電極 に 関す る研究(20名 ）

伊 藤 彰 信 シ ク ロ プテノ［d］ ト ロポン及びそ の誘導体の合成 と 性質
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専 攻 氏 名 5命 文 題 目

井 上 智 美 WI族元素を触媒 と す るメ タ ン の脱水素 に 関す る研究

梅 津 孝 志 光学活性環状 シュード ウ レ ア類 の二重異性化重合 と そ の応用

大 窪 栄 範 s－ ア ルコキ シチアザ イ ン の熱分解反応

太 田 博 士 5 ー フ エノキシメタル－ 2 ーオキサゾリジノンの熱的挙動および結品多形に関する研究

柿 木 一 大 Kineti cs of B inding Pro cesses of  Peripheral Membrane Prote ins onto 
Li posome Surfa ces 

加 藤 政 浩 モリブデ ン酸触媒 に よ るオ レ フィ ン の過酸化水素酸化に 関す る 研究

庫 本 伸 哉 硫黄架橋 アヌ レ ンジオ ン及びアヌ レ ンの 合成 と 性質

高 島 伸 知 イ ミ ドジリ ン酸エ ス テ ル類 の熱的挙動 と 質量 分析

高 松 理 基 核酸 と 蛋白質の分子集 合 に 関す る遺伝子工学的研究

筒 井 耕 二 嵩 高 い ル イ ス 酸 に よ るグリ シジjレエ ス テ／レ類 の新規重合反応

中 村 順 和 Ni-Mo 合金電着 に 関す る研究

埴 回 修 シ ク ロへブ タ ン及びシ ク ロへプ タ トリエ ン を有す るポノレ フィリ ン誘導体の合成

浜 田 幸 樹 s.s.sートリ フ ェ ニ ルチ アザ イ ン の 合成 と 反応性

三 宅 崇 弘 Sー ア ミ ノチ アザ イ ン の熱 分解反応

村 本 禎
Stud y on Nons pe ci fi c Intera ct ions b etween Pol ymer Micros pheres and 
Water -Solid Interfa ces by Usin g Video Imager y 

毛 利 勝 アズ レノ〔1 . 2 -a〕 ア セ ナ フチ レ ンの合成 と 性質

山 回 百 2 , 5 ージヒド ロチオ フェ ン を縮環 し た ト ロポ ン類 の合成

内 藤 章二郎 生体高分子（核酸， 蛋白質， 糖 質 ） 間相互作用 に 関す る物理化学的研究
金 属 工 学 専 攻 暗 田 英 治 Fe- 38Ni- 13Co-4. 7Nb 耐熱合金におけ るy’相の析 出 と 成長( 14人）

坂 ロ 祐 紳 Al一Mg-Si 合金 におけ る 中間相8’ の結品構造

甚 田 政 博 金属材料表面層の疲労損傷及び強度 に 関す る 研究

鈴 木 健 一 マ イ ク ロ ソ ル ダ に 関す る研究

高 木 英 俊 一方向凝固 ア ル ミ ニ ウ ム鋳塊中 に生じ る再結品現象お よ び成長双晶 の発生機構

高 田 和 博 還元逆抽出法に よ る貴金属担持溶媒和抽出剤か ら の貴金属微粒子の製造

土 屋 正 明 Pr-Mn -0 系複合酸化物 に 関す る研究

中 川 康 弘 多結品 Cu 基合金の初期変形

日 比野 委 茂 Ga に よ るAl-0 . 9ma ss %Mg 2Si 合金の耐食性の劣化機構の解 明 に 関す る 研究

宮 田 吉 男 Si 過剰型Al一Mg 2Si 合金におけ る 時効析 出物の結品構造

村 瀬 英 樹 時効性 ア ル ミ ニウ ム 合金の結晶粒界近傍の走査 ト ン ネ ル顕微鏡視察

森 拓 夫 CVD 法 に よ る超伝導薄膜の製造条件

山 本 芳 幸 Ti-Al-Sn 金属間化合物におけ る 各原子の格子サイ ト 相互置換

徐 慈 懐 Ti-Ni 形状記憶合金の相変態 と 変形挙動に 及ぼす熱処理の影響

nu
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専 攻 氏 名 E命 文 題 目

機 械 工 学 専 攻 安 藤 堅 一 腐食環境下の単一大荷重後の過渡的疲労 き 裂進展特性 と き 裂開 閉 口 挙動( 10人）

安 藤 浩 二 ツイス ト ルー プ型 複合振動子の研究

川 嶋 隆 司 ニ ッ ケ jレ発泡金属複合 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 高温疲労強度特性 に 関す る 研究

紺 矢 浩 史 分割フィ ン付管に よ る 潜熱蓄熱装置の高性能化に関す る 研究

高 瀬 道 超微小要素 の応 力ひずみ に 関す る 分子動力学的研究

竹 部 元 章 Al 2 03 -SiC-Zr0 2 -TiC 系復合材料の熱定数に関す る 実験的研究

忠、 地 憲 司 自 励オ ンオ フ 駆動制御 さ れ る ワ ン シ ョ ッ ト パ ンチの研究

萩 沢 智 春 吸振機能を有す る パイプ レ ー タ の研究

町 田 利 雄 フ レキ シブル 4 関節マイク ロ ア クチュエ ー タ の研究

松 下 博 紀 チ タ ン合金の疲労強度 と 微 小 き 裂進展挙動 に 関す る 研究
生 産機械工学 専 攻 今 村 吉 延 鍛造白鋳鉄の切削性に 及ぼす切削条件の影響に 関す る 研究

( 9 人）

小 俣 淳 也 ア ル ミ ニ ウ ム基粉末複合材の製造 と そ の評価に関す る研究

片 田 雅 人 過共晶 Al- 17%Si 合金T 6 材切削もおけるタ イヤモン ド被履工具の評価に関する研究

川 本 出 空間的な周期構造を持つ パ タ ー ン の位相解析

槻 健 次 制御手法を利用 し た 静圧気体ス ラ ス ト 軸受の特性改善 に 関す る 研究

瀬 川 智 哉 制御静庄気体ス ラ ス ト 軸受の等価剛性 と 等価減衰係数に 関す る 研究

冨 成 敬 史 V形 8 気筒機関の起振モ ーメ ント に 関す る 研究

野 村 和 弘 等 高歯ハイポイド ギ ヤ に 関す る研究

孫 事智 明 過共品 Al- 17%Si 合金T 6 材の穴明け特性に及ぼす各種 ド リルの影響に関する研究

化 学 工 学 専 攻 茨 木 源 臣 水溶液の加熱冷却に よ る二重拡散対流の発生 と 崩壊
( 13人）

岩 瀬 義 孝 合水粘土層の電気浸透脱水特性

大 橋 勲 種 々 の乱流促進体の設置条件 に よ る 伝熱促進評価

岡 田 心 ー 微生物細胞の破砕 に 関す る 基礎的検討

阿 部 雅 啓 温度刺戟応答性酵母の調製 と そ の利用

川 面 昌 弘 有 限要素法 に よ る 乱流促進体 ま わ り の流動解析

田 中 稲 城 遠心流体中の斜面 上 に おけ る微細粒子群の形状分離特性

平 野 浩 人 ド ラ フ ト チュ ーブ付き 気泡塔の装置特性 に 関す る 研究

堀 上 憲 生 複 合微細造粒粒子設計 と そ の連続生成 プ ロ セ ス の開発

道 場 研 二 2 成分溶媒 を含む高分子溶液の乾燥特性

矢 部 卓 志 2 成分溶液を含む非吸着性粒状材料層の乾燥機構

吉 田 充 同体摩擦法 に よ る石灰石 と セ ツ コ ウ の温度上昇お よ びメ カ ノ ケ ミ カ ル変化

任 伶 伶 微粒末の微細造粒化とその流動特性 一粉粒体の流動特性に及ぼすその形状効果一
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専 攻 氏 名 論 文 題 目

電 子 工 学 専 攻 岩 嶋 建 治 M B  E に よ る Bi, Sr, Ca, Cu 系超伝導薄膜の作製( 13名 ）
片 岡 昭 郎 機能性L B膜の作製 と そ の物性

倉 林 裕 之 強誘電性液晶 に よ る 光偏波面制御

志 摩 英 樹 M B E 成長 （Si , , Ge. ) p/Si ( 00 1 ) 超格子の成長温度依存性

西 哲 夫 液品の分子構造 と 物性定数 に 関す る 研究

西 川 実 Bi 系酸化物超伝導薄膜のM B E 成長 と A F M観察

二 宮 孝 之 特徴抽出 ニ ュ ー ラ lレネ ッ ト と ベ ク ト ル量子化法 を用 い た手書き 文字の認識実験

演 谷 雅 広 オ ブ ジ ェ クト指向と状態遷移モデルに基づ く シーケンス制御言語のシ ミ z レータ の開発

早 川 祥 史 手 書 き 文字認識のため多重化辞書作成に 関す る研究

本 回 端 反強誘電性液晶の分子配列 と そ の電気光学的特性

松 本 広 一 網膜の 色彩情報処理神経団路に関す る研究

魁 木 Study of an Electron-Positron Plasma with an Electron Beam by a 
3-DEM Particle Code 

鄭 廷 棟 Si ( 100） 基板上へ の InSb 薄膜の成長 と 評価

外 国 人 来 訪 者

氏 名 本 国 に お け る
（ 国 籍 ） 所 属 機 関 ・ 職 名

来 学 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間

A . M . ソ ボ レ フ ウ ラ jレ大学 理学部 ・ 教授
A弓aト． 術 討 論 高 木 光司郎 6 .  3 .  7 

（ ロ シ ア ） 天文太陽物理系主任 常 川 省 三
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平成 6 年 4 月 発行 学

平成 6 年 3 月 卒業者数

ぷ寸Mーら 部 =t 科 （課 程 ） 卒業者数
人 文 品-4ι－ 科 80人

人 文 学 部 語 A子＂一与 文 =t 科 95 
計 175 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 89 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 53 
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 19 

教 育 学 部
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 25 
情 報 教 育 課 程 36 

計 222 

昼 経 済 学 科 132 
問主 経 営 A寸＂＇ー与 科 1 16 
コ 経 営 法 Aす比ー 科 85 
ス 計 333 

経 済 学 部 夜 経 済 学 科 15 
間 経 営 =t 科 16 主
コ 経 営 法 学 科 18 
ス 計 49 

計 382 
数 ρ寸＂日与 科 39 
物 理 a寸uー． 科 42 
化 A寸斗ー 科 37 

理 ，寸止ゐー 部
生 物 =t 科 34 
地 球 科 AザLιー 科 24 

計 176 
電 子 情 報 工 学 科 124 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 61 
物 賀 工 A寸比ー 科 47 
化 学 生 物 工 学 科 67 
電 気 工 ρ守L司 科
工 業 化 A寸L・ 科 20 

工 ＂＇寸4ー． 部
金 属 工 ぷ寸時ー 科 10 
機 械 工 ，守x凶ー 科 4 
生 産 機 械 工 学 科 2 
化 品弓£ー． 工 守ρーら一 科 1 1  
電 子 工 品4- 科 3 

計 350 
dロ� 計 1 305 

報 第351号

平成 6年 3 月 大学院修了者数

研 究 科 専 攻 修了者数

人 文 科 学
日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 9人
西 洋 文 化 専 攻 1 

研 究 科
計 1 0  

経 済 学
地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻
ll:、． 業 経 営 専 攻 7 

研 究 科
言十 8 

数 学 専 攻 9 
物 理 品す4ー与 専 攻 12 

理 A守U一み イヒ A寸Lι- 専 攻 1 3  
研 究 科 生 物 品号ιー 専 工女 16 

地 球 科 ぷ寸比ー 専 攻 6 
言十 56 

電 気 工 品4- 専 攻 8 
工 業 化 学 専 攻 20 
金 属 工 学 専 攻 14 

工 戸寸温ー． 機 械 工 =t 専 攻 10 
研 究 科 生 産 機 械 工 学 専 攻 9 

化 品寸ι日 工 =t 専 攻 13 
電 子 工 ＂＇寸aー－ 専 攻 13 

計 87 
dロ� 計 161 

平成 6 年 3 月 専攻科修了者数

専
育

攻
専

科
攻

｜ 修 了 者 数 ｜ 
科 I 4 人 ｜
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昌司［！）�
富山大学大学院経済学研究科規則の一部改正

／ー ……富 山 大 学大学院経済学 研 究 科 規 則の 改正理 由 一一ー… …

授業科 目 を 増 設 及 び 変 更 し 教育 ・ 授業 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所要事項 を改 め る 。
一 ーー ー ーーー－ーー一一一一一守..・－－· . .  －－ーーー一一ー ー ーー一一一 一一一一一 －－－－－・・・ーーーー ーーー一一一ーーーーー・ー－ーーーー．，ーー・ーー一一一一ーー..守一一..φーー・・ ・・・ーー ー ・ーー・・・ーー・ー・・・・ー・・ーーー..・・・e・・・・－ー・ー・ーーー一ーー・ー－－ー－ー....ー守..守ー..・・・・・ーー・ーーーーー一一一ー－－－－－－ー・・ーー一一一一一一一 ー・・・・・・・ーーー・ . 

富 山 大学大学院経済学研究科 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 14 日

富 山 大学大学院経済学研 究科規則の一部 を

改 正 す る 規 則

富 山 大学大学院経済学研究科規則 （ 平成 3 年 3 月 30 日
制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 （ 別 添 の と お り ）
附 則

1 こ の規 則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 かも 施行す る 。
2 平 成 5 年 度 以 前 の 入学 者 に つ い て は， な お 従前 の 例

に よ る 。
別添

各専攻授業科 目 及 び単位数

専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
理論経済学 現代経済のモデル分析特殊研究 2 O印の授

0現代経済のモ デル分析演習 8 業科 目 の

経済変動 と安定化特殊研究 2 う ち 1 科

O経済変動と 安定化演習 8 自 を必修

政治経済学特殊研究 2 と す る 。
地 O政治経済学演習 8 

域 経済学史特殊研究 2 
． 0経済学史演習 8 

経 情報資本主義分析特殊研究 2 

済 0情報資本主義分析演習 8 

政 理論経済学特殊研究 2 

策 0理論経済学演習 8 

専 比較経済論 西欧経済史特殊研究 2 

攻 O西欧経済史演習 8 

白 本経済史特殊研究 2 

0 日 本経済史演習 8 

環境勘定論特殊研究 2 

0環境勘定論演習 8 

農業構造と 地域開発特殊研究 2 
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富 山 大学長 小黒

0農業構造と 地域開発演習

比較社会学特殊研究

0比較社会学演習

高齢｛出会の医療 ・ 福祉都度特殊研究

0高齢化社会の医療 ・ 福祉制度演習

東南ア ジアの経済開発特殊研究

0東南ア ジ アの経済開発演習

政 策 科 学 ｜ 径糊と棚鱒鍋特殊研究

0経済政策と 地域産業構造論演習

資源計画特殊研究

O資源計画演習
社会政策特殊研究

O社会政策演習

応用計量経済分析特殊研究

0応用計量経済分析演習

労働のマク ロ経済分析特殊研究

O労働の マ ク ロ 経済分析演習

農業政策特殊研究

0農業政策演習

労働者生活と 政策特殊研究
応用経済学 ｜ 金融論特殊研究

0金融論演習

財政の理論と 政策特殊研究

0財政の理論と 政策演習

金融制度と経済構造特殊研究

O金融制度と経済構造演習

経済計画理論特殊研究

O経済計画理論演習

外国経済書研究
経 営 学 財務管理論特殊研究

O財務管理論演習

企業人材開発論特殊研究

O企業人材開発論演習

千 足

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

8 

2 

2 O印の授
8 業科 目 の

2 う ち 1 科
目 を必修

8 と す る 。
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財務会計論特殊研究 2 行政法特殊研究 2 

0財務会計論演習 8 0行政法演習 8 

経営管理論特殊研究 2 政治史特殊研究 2 

0経営管理論演習 8 0政治史演習 8 

人事戦略特殊研究 2 憲法特殊研究 2 

0人事戦略演習 8 0憲法演習 8 

比較経営論特殊研究 2 経済刑法特殊研究 2 

0比較経営論演習 8 

民 事 法 ｜ 会計情報開示論特殊研究 2 
O経済刑法演習 8 

税法特殊研究 2 

サー ビス経営教育論特殊研究 2 O税法演習 8 

Oサー ビス経営教育論演習 8 

応 用 経 営 ｜ マ ー ケ テ ィ ン グ論特殊研究 2 
民 事 法 現代不動産関係法特殊研究 2 

0現代不動産関係法演習 8 

0マーケ テ ィ ン グ論演習 8 金融取引法特殊研究 2 

リ ス ク ・ マネ ジメ ン ト 特殊研究 2 0金融取引法演習 8 

0 リ ス ク ・ マネ ジ メ ン 卜 演習 8 企業関係法 企業会計法特殊研究 2 

管理会計論特殊研究 2 O企業会計法演習 8 

0管理会計論演習 8 企業内容開示制度と 法特殊研究 2 

国際経営論特殊研究 2 O企業内容開示制度と 法演習 8 

0国際経営論演習 8 

管 理 科 学 ｜ 意思決定論特殊研究 2 
経済法特殊研究 2 

0経済法演習 8 

0意思決定論演習 8 商取引法特殊研究 2 

オペ レーシ ョ ンズ ・ リ サーチ特殊研究 2 0商取引法演習 8 

0オペ レー シ ョ ンズ ・ リ サー チ演習 8 雇用形態の多様化と 法特殊研究 2 

生産管理論特殊研究 2 0雇用形態の多様化 と 法演習 8 

O生産管理論演習 8 企業組織法特殊研究 2 

経営情報処理特殊研究 2 

基 礎 法 ｜ ヨ ー ロ ッ パ法思想史特殊研究 2 
O企業組織法演習 8 

労使関係の変化と 法特殊研究 2 

O ヨ ー ロ ッ パ法思想史演習 8 O労使関係の変化と 法演習 8 

政治学特殊研究 2 外国経営書研究 2 

0政治学演習 8 備考

英米公法特殊研究 2 こ の表に掲げる授業科 目 のほか， 特別研究を設け る こ と が

O英米公法演習 8 でき る 。

富山大学大学院理学研究科規則の一部改正

一富 山 大 学 大 学院理学研 究 科 規 則 の改正理 由 一一…ー

大学 院理学研 究 科 の 各専攻 の 教育課程 を 整 備 し ， よ り 充実 し た教育課程 を期す る た め ， 所要事項を 改 め る 。

富 山 大 学 大 学 院理学研究科規 則 の 一 部 を 改正す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 14 日

富 山 大 学 大 学 院理学研 究 科 規 則 の 一 部 を

改 正 す る 規 則

富 山 大学大学 院理学研究科 規 則 （ 昭和53年 4 月 l 日 制

富 山 大学長 小黒 千 足

定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ）

附 則
こ の 規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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別表 別添
各 専 攻授業科 目 及 び単位数 物 理 学 レーザ一分光学 2 

専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考 0現代物理学特論 2 

代数学特論 I 2 O印は必 物理学特別講義 I 1 

代数学特論 E 2 修科 目 物理学特別講義 E 1 

代数学及び 幾何学特論 I 2 0物理学特別実験 2 

幾何学 幾何学特論 E 2 0ぜ ミ ナ ー／レ 4 

多様体特論 I 2 0物理学特別研究 14 

数 多様体特論 E 2 化学反応論 2 omは必
関数解析学特論 I 2 物 理 化 学 触媒化学 2 修科 目

解 析 学 関数解析学特論 E 2 表面化学 2 

複素解析学特論 I 2 物質化学 2 

複素解析学特論 E 2 化 構造化学 4 

実解析学特論 I 2 構 造 化 学 量子化学 2 
学 実解析学特論E 2 国体化学 2 

数理統計学 確率過程特論 I 2 分析化学 4 

確率過程特論E 2 学 分 析 化 学 無機反応論 2 

確率現象特論 I 2 核化学 2 

確率現象特論 E 2 有機反応論 2 
関数方程式特論 I 2 有 機 化 学 有機構造論 4 

応用解析学 関数方程式特論 E 2 専 有機合成化学 2 
専 及び電子計 応用数理特論 I 2 天然物化学 天然物化学 4 

算機論 応用数理特論 E 2 複素環化学 4 

数理現象特論 I 2 O最先端化学特論 2 

数理現象特論 E 2 攻 反応、物性特別l講義 1 

情報数理学特論 I 2 合成有機特別講義
情 報 数 理 情報数理学特論 E 2 0化学特別実験 2 

攻 情報 シ ス テ ム特論 I 2 Oゼ ミ ナ ーノレ 4 

情報シス テ ム特論E 2 O化学特別研究 14 

O数学特論 2 動物系統分類学特論 2 O印は必
数理科学特論 I 1 形 態 学 積物系統分類学特論 2 修科 目
数理科学特論E 1 形態形成学特論 2 

0ゼ ミ ナ ー ル 4 

0数学特別研究 16 

動物生理学特論 2 
生

生 理 学 植物生理学特論 2 
凝縮系物理学 I 2 O印は必 細胞生理学特論 2 

固体物理学 凝縮系物理学 E 2 修科 目 細胞生物学特論 2 
物 磁性物理学 2 物 細胞生物学 遺伝学特論 2 

低温物理学 2 細胞分化学特論 2 
素粒子物理学 I 2 植物生態学特論 2 

理 量子物理学 素粒子物理学 E 2 

場の量子論 I 2 
環境生物学 生体応答学特論 2 

学
環境生物学特論 2 

場の量子論 E 2 比較内分泌学特論 2 
学 回折物理学 2 生体制御学 内分泌細胞学特論 2 

結品物理学 結晶物理学 I 2 専 生体制御学特論 2 
結晶物理学 E 2 生体機能調節学特論 2 

専 電波物理学 2 O生物科学特論 2 
電波物理学 電波分光学 I 2 

電波分光学 E 2 
生物学特別講義 I 1 

攻
生物学特別講義 E 1 

攻 量子エ レ ク ト ロ ニ ク ス I 2 O生物学特別実験 2 
レ ー ザ ー 量子エ レ ク ト ロ ニ ク ス E 2 Oゼ ミ ナーノレ 4 
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0生物学特別研究 14 地質学特論 2 

地球磁気学 2 O�Pは必 地質学巡検 I 3 

固体地球物理学 2 修科 目 地質学巡検E 1 

地 ｜ 地殻構造学 ｜ 地殻構造学特論 2 地 陸水化学特論 2 

地震学特論 2 地球化学特論 2 

球 ｜ 地球物性論 2 球 陸 水 学 同位体地学特論 2 

物理探査学 2 環境化学特論 2 

科 ｜ 層序学 2 科 物質循環特論 2 

火山地質学 2 雪氷学特論 4 

学 ｜ 第四紀学特論 2 学 雪 氷 学 積雪物理学 4 

岩石学特論 I 2 雪氷環境論 4 

専 ｜ 岩石学特論 E 2 専 0地球科学特論 2 

岩石変形論 2 地球科学特別講義 I

攻 ｜ 地殻進化学 ｜ 構造地質学 2 攻 地球科学特別講義 E
地球変動論 2 0地球科学特別j実験 2 

鉱床学特論 2 0ぜ ミ ナール 4 

地球進化学 2 0地球科学特別研究 14 

己記）［！）［！）
（政 令 ）

。 国立学校設置法施行令 の 一 部 を 改 正 す る 政
令 （86) 3 .  30 

（省 令 ）
。 歳入徴収官事務規程等 の 一 部 を 改 正 す る 省

令 （大 蔵 1 1 ) 3 .  23 
。 国 立 大 学 の 大 学 附 置 の 研 究所 の研 究部 門 に

関 す る 省 令 の 一部 を 改 正 す る 省 令 （ 文部 7 ) 3 .  30 
。 国立学校設置法施行規 則 の 一 部 を 改 正 す る

省 令 （ 同 8 ) 3 .  30 
。 国 立 大 学 の 学科 及 び課程 並 び に 講座 及 び 学

科 目 に 関 す る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令
（ 同 9 ) 3 .  30 

。 教 育 公 務 員特例法施行令第 1 条 の 規定 に 基
づ き 大学 院 に 置 か れ る 研究 科 の 長 を 定 め る
省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 同 10) 3 .  30 

（ 規 則 ）
o 人事院規則 9 - 49- 6 （人事院規則 9 - 49 

（ 調整手 当 ） 等 の 一 部 を 改 正 す る 人 事 院 規
則 の一部を改正す る 人事院規則 （人事院 9 -
49- 6 - 1 ) 3 .  8 

0 人事院規則 17- 0 （管理職員 等 の 範 囲 ） の
一 部 を 改 正 す る 人事院規則 （人事院17- 0 -

33 ) 3 .  25 
0 計算証 明 規 則 の 一 部 を 改正 す る 規則 （ 会 計

検査院 1 ) 3 . 29 
0 人事院規則 9 - 30 （特殊勤務手 当 ） の 一 部

を改正す る 人事院規則 （人事院 9 - 30 - 22 )  3 .  3 1  

（ 告 示 ）
。 平成 6 年度大学入学資 格検定 の 施行期 日 等

を 告 示 （文部36) 3 .  24 
0 出 納官吏事務規程 第 1 6条 に 規定す る 外 国 貨

幣換算率 を 定 め る 等 の 件 の 一 部 を 改正 す る
件 （大蔵75) 3 .  28 
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富 山 大学名誉教授 島崎藤一氏逝去

本学名 誉教授 島崎 藤 一 氏 が， 平成 6 年 3 月 8 日 に 逝
去 （享年83歳 ） さ れ ま し た 。

同 氏 は ， 昭和 8 年 3 月 東京 帝 国 大学 文学部哲学 科 を
卒業後， 同 年 4 月 兵庫 県御影夜間 中学校教諭， 同 年 9
月 兵庫 県御影師範学校教授 嘱 託 ， 同 13年 1 月 兵 庫 県 師
範学校教諭 等 を 経 て ， 同 16年 4 月 姫 路 高 等 学 校教 授 ，
同 22年 3 月 富 山 高 等 学 校教授 に 就任 し ， 同 24年 5 月 法
律第 150号 に よ り 同 校 が 富 山 大学 に 包 括 さ れ た こ と に
伴 い 富 山 大 学 （ 文 理学 部 ） 教授 と な り ， 同 5 1 年 4 月 富
山大学教員 の停年 に 関す る 規 則 に 基づ き 停年 退職 さ れ
ま し た 。

こ の 間， 50年 余 の 長 き に 亘 り ， 教育 ・ 研究 に 精 励 し
学生 の 教育 に 専 念 し ， 格調 の 高 い 講義 と そ の 指 導 等 に
よ り 優秀 な 人材 を 育 て 上 げ， 社 会 に 送 り 出 さ れ ま し た 。
ま た ， 昭和30年 6 月 よ り 2 年 間 ， 同 32年 9 月 よ り l 年

9 月 及 び 同 44年 6 月 よ り 2 月 の 間 富 山 大学評議員 と し
て ， 本学の管理運 営 に 参 画 し そ の充実発展 に 寄与 さ れ
ま し た 。

同 氏 の研 究 分 野 は哲 学 で あ る が ， 師範学校 ・ 旧 制 高
等学校 に あ っ て は ， 教育 の 主 眼 点 を 学 生 の 人 間形成 に
お き ， 人 格 的接 触 に 基づ く 教育 に つ と め ， 師 範 学 校 に
あ っ て は 寄宿舎 々 監， 高等学科に あ っ て は学 生 寮 の 相
談役 を つ と め る な ど． 専 門 学 科 を 教授す る だ け の 即 ち
教壇か ら の み の教育 に 遍 せ ず＼ 自 ら 学 生 の 胸 中 に 入 り
教育指導 に あ た っ た こ と に 同 氏 の 特 質 が あ り ま し た 。
こ れ は 富 山 大学教授を辞す る ま で 終 始 変 わ ら ず， 特 に
昭和40年代全 国 的 に 吹 き 荒 れ た あ の 学 園 紛 争 の さ 中 ，
評議員 と し て 学部長 と と も に 本 学 の 正 常 な教育環境 の
還 元 に 献 身 し た こ と な ど は そ の顕著 な あ ら わ れ で あ り
ま し た 。

他方． 学外 に あ っ て は ， 昭和27年 以来今 日 ま で 日 本
哲学会会員 と し て 活動す る 一方， 中部哲学会幹事 を つ
と め ， ま た ， 富 山 哲学会会長 と し て 国 及び地域 文 化 の
発 展 の た め地道 な貢献 を 行 っ て 来 ら れ ま し た 。

こ れ ら の 功 績 に よ り ， 昭和51年 4 月 富 山 大学 名 誉 教
授 の 称 号 を授与 さ れ， さ ら に 同 57年 1 1 月 勲 3 等 旭 日 中
綬 章 を 受章 さ れ ま し た 。

こ こ に 同 氏 の御功績 を 偲 び顕彰す る と と も に ， 御 冥
福 を 祈 り ， 謹 ん で哀 悼 の 意 を 表 し ま す 。
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平成5年度 第 9 回 学生生活協議会 （ 2 月 1 日 ）

（審議事項）

(1)  D M に 関す る 学生 5 団 体 か ら の 要 求 書 に つ い て
(2) そ の 他

平成5年度 第 5 回 学園 ニ ュ ース編集委員会 （ 2 月 2 日 ）
（審議事項）

(1)  平成 6 年 度 年 間 掲載 内 容 に つ い て
(2) 第84号 学 園 ニ ュ ー ス の編 集 に つ い て

平成5年度 第 5 回 入学試験実施委員会 （ 2 月 3 日 ）
（審議事項）

(1)  専 門 委 員 会 委 員 に つ い て
(2) 平成 6 年 度 富 山 大学入学者選抜 試 験 の 検査場 に つ

い て

平成5年度 第 6 回 入学試験委 員 会 （ 2 月 3 日 ）
（審議事項）

( 1 )  平 成 6 年 度 富 山 大学学生募集要項 （ 募 集 人員 ） の
変 更 に つ い て

平成5年度 第 2 回教務委員会 （ 2 月 4 日 ）

（審議事項）

(1)  平成 6 年 度 非 常 勤講 師 の 任 用 計 画 に つ い て
(2) そ の 他

平成5年度 第 2 回 廃 液処理施設運営委員会 （ 2 月 9 日 ）
（議 題 ）
(1)  水 質 汚濁防 止 法 に 基 づ く 排 水 基 準 の 改正 に 伴 う 今

後 の 対策 に つ い て
(2) そ の 他

平成5年度 第 1 田 保健管理 セ ン タ 一委員会 （ 2 月 10 日 ）
（議 題 ）
(1) 次 期 保 健 管 理 セ ン タ 一 所 長 の 選考 に つ い て
(2) 「学生 相 談員 」 に つ い て
(3) そ の 他

平成5年度 第 2 回 保 健管理 セ ン ター運 営 委員会

( 2 月 1 0 日 ）

（議 題 ）
( 1 )  学生相談 の あ り 方 に つ い て
(2) 自 己点 検 に つ い て
(3) そ の 他

平成5年度 第 4 回 公 開 講座委員会 （ 2 月 14 日 ）
（議 題 ）
(1)  平成 6 年度公開講座 の実施計画 に つ い て
(2) そ の他

平成5年度 第 14回 評議会 （ 2 月 18 日 ）
（報 告事項）

(1)  平成 6 年度 富 山 大学大学院人文科学研究科 （ 修 士
課程 ） 入学試験 合格者 に つ い て

(2) 平成 6 年度 富 山 大学大学院理学研究科 （修士課程 ）
及 び工学研究科 （修士課程 ） 第 2 次入学試験 合 格 者
に つ い て

(3) 平成 6 年度 富 山 大学大学院教育学研究科 （ 修 士 課
程 ） 学生募集要項 （案 ） に つ い て

(4) 平成 6 年 度 富 山 大学大学 院工学研究科 （博士課程 ）
学生募 集要項 （ 案 ） に つ い て

(5) 平成 6 年 度 政府 予 算 案 の 概要 に つ い て
(6) 教官人事 に つ い て
(7) 学生部報告
(8) そ の他

平成5年度 第 8 回 大学院委員会 （ 2 月 18 日 ）
（ 審議事項 ）
(1)  平成 6 年 度 富 山 大学大学院人文科学研究科 （ 修 土

課程 ） 入学試験合 格 者 の判定 に つ い て
(2) 平成 6 年度 富 山 大学大学院理学研究科 （修士課程 ）

及 び工学研究科 （修士課程 ） 第 2 次入学試験 合 格 者
の 判定 に つ い て

(3) 平成 6 年度 富 山 大学大学院教育学研究科 （ 修 士 課
程 ） 学生募集要項 （案 ） に つ い て

(4) 平成 6 年度 富 山 大学大学院工学研究科 （博士課程 ）
学生募集要項 （案 ） に つ い て

(5) 富 山 大学大学院学則 の一部改正 に つ い て
(6) 富 山 大学学位規 則 の一部改正 に つ い て
(7) 富 山 大学大学院委員 会規則 の 一 部 改 正 に つ い て
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(8) そ の 他

平成5 年度 第 4 回 国 際 交流委員会 （ 2 月 18 日 ）
（ 審 議事項 ）

学

改 善 を 必 要 と す る 「 重 点 事 項 」 の 検 討 に つ い て
（ 学 長 か ら の付 託 ）

平成5年度 第 10回 学生生活協議会 （ 2 月 23 日 ）
（ 審 議事項 ）

(1 )  平成 6 年度入学生行事 日 程表 （ 案 ） に つ い て
(2) 第 39回 大 学祭 に 伴 う 休講措置 に つ い て
(3) そ の 他

報 第35 1 号

第87回 構内交通対策委員会 （ 2 月 28 日 ）
（ 審議事項 ）

( 1 )  自 己点検評価委員 会 か ら の付託事項 に つ い て
(2) 構 内 交通対策の諸課題 に つ い て
(3) そ の 他

平成5 年度 第 3 回 水素同位体機能研 究 セ ン ター運営 委 員

会 （ 2 月 28 日 ）
（審議事項 ）

平成 6 年 度 水 素 同 位体機能研 究 セ ン タ ー 非常勤講 師
（ 客 員 教授 ） の 任 用 計 画 に つ い て

昌司ミ』ミJ
14～ 1 5 日 推薦入学等特別選抜入学手続

本 部 ｜ 1 5 日 大 学 院 （工学研究科， 教育学研究科 ） 実 地 審
査

2 月 1 日 第 4 回 会 計 係 長 会 議 学 内 会計監査 （ 附 属 図 書 館 ）
第 9 回 学 生 生 活協議会 環境保全技術研修会 （於 農協会館 ）

2 日 第 4 回 キ ャ ン パ ス プ ラ ン検討会 16 日 部課長会議
第 5 回学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 会 学 内 会計監査 （経済学部 ）
留 学生 リ レ ー ト ー ク 厚生補導業務研修会

3 日 第 5 回入学試験実施委員 会 17 日 学 内 会計監査 （教育学部 ）
第 6 回入学試験委員 会 18 日 第 8 田部局長懇 談会

4 日 学生部 キ ャ ン パ ス プ ラ ン検討会 第 8 回大学院委 員 会
第 2 回教務委員 会 第 14回評議会

7 日 第 5 回 自 己点検評価委員 会管理運営専 門 委 員 第 4 回 国際 交 流 委 員 会
乙70'泊z、 第 10回教養教育 委 員 会 企 画専 門 委 員 会
学 内 会計 監 査説 明 会 学内会計監査 （工学部 ・ 地域共同研究セ ン タ ー）

8 日 第 5 回 自 己 点 検 評 価 委員 会研究活動等 専 門 委 第32回 全 国厚生補導研究集会第 1 回運 営 委 員
員 会 会 （於 ： 茨城大学 ）
人文学部推薦入学 合 格者 発 表 2 1 日 教養教育 に 係 る 研修会

9 B 第 5 回 自 己 点 検 評 価 委 員 会教育活動専 門 委 員 学 内 会計監査 （事務局外 ）
�ズ' 学務関係係長会議
第 2 回 富 山 大学廃液処理施設運営委員 会 第 7 回 国際交流委員 会 留学生部会

9 ～ 15 日 平 成 6 年 度 予 算編成 22 日 厚生補導業務研 修 会
14 日 第 4 回 公 開講座委 員 会 23 日 第 10回学生生活協議会

第 6 回 自 己点検評価委員 会教育活動専門委員会 25 日 前期 日 程 ・ A 日 程入学試験
学 内 会 計 監 査 （ 人 文 学 部 ・ 理学 部 ） 28 日 教養教育 に 係 る 研修会
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28 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大 学 事 務 局 長 会 議
（ 於 ： 福井医科大学 ） ( 3 / 1 ま で ） ｜ 経 済 ρ十＂与 部
第87回構 内 交通対策委員 会

2 月 2 日 博士課程設置 検討委員 会
人 文 �注ι－ 7 日 後学期授業終了

8 日 財務委員 会
2 月 2 日 大 学 院 人 文科学研究科 （修士課程 ） 入 学 者 選 9 日 学部入学方法検討委員 会

抜 検 査 学部教務委員 会
7 日 教授会 人事教授会

係 長 会 議 教授会
9 日 教授会 14 日 学部将来構想検討委員 会

教授会 （ 人 事 ） 大学 院経済学研究科委員 会小委 員 会
1 4 日 平 成 5 年度学 内 会計監査 後学期末試験

学部教務委員会 15 日 博士課程設置検討委員 会
後学期授業終 了 助手 室業務運営委員 会 ・ 学 部 図 書 委員 会 合 同

15 日 学 部 予 算 委 員 会 委 員 会
16 日 教 授 会 16 日 平成 5 年度学 内 会計監査

教授会 （ 人 事 ） 2 1 日 外 国 人 留学生 と 学部指導教官等 と の 懇 談会
人 文科学研究科委員 会 学部入学方法検討委員 会

17 日 学部将来計 画委員 会 22 日 就職 に 関す る ガ イ ダ ン ス
係 長 会 議 23 日 学部教務委員 会

18 日 大 学 院人文科学研究科 （修士課程 ） 合 格 者 発 人 事教授会
表 大学 院経済学研究科委員 会

23 日 学部教務委 員 会 教授会
25 日 平成 6 年度入学者選抜 学 力 検査 （前期 日 程 ） 24 日 各種委員 会選考委員会

教 育 ぷ弓ミ£ー． 理 A寸Lιー

2 月 1 日 附属小学校入学者第 2 次選考 （抽選） 2 月 2 日 学部学生生活委員会
2 日 教育学部 附属教育実践研究指 導 セ ン タ ー 運 営 3 ～ 4 日 大学 院理学研究科 （修士課程 ）

委 員 会 入学者選抜検査 （ 第 2 次 ）
教 育 実 習 委 員 会 7 日 後学期授業 終 了

3 日 附属 中学校入学者第 2 次選 考 （抽選 ） 8 日 学科長会議
9 日 人事教授会 9 日 教授会
15 日 大 学 院実 地 審 査 理学研究科委 員 会
16 日 学部予算委員 会 人事教授会

学部教務 ・ 学 生 生 活 合 同 委 員 会 学科長会議
学部教務委員会 14 日 平成 5 年 度 学 内 会計監査
教授会 16 日 学科長会議

17 日 平 成 5 年 度 学 内 会 計 監 査 18 日 大学 院理学研究科 （修土課程 ） 合 格者発表
18 日 附 属養護学校教育実践研究会 25 日 平成 6 年度入学者選抜学 力検査 （前期課程 ）
22 日 学 部 図 書 委 員 会

2 1 ～ 23 日 平 成 5 年 度 教 育 学 部 学 生 合 宿 研 修 （ 冬 季 ）
（於 ： 熊 の 湯 ス キ ー場 ）
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2 月 2 日 専 任教授会
8 ～ 9 日 工学研究科 （ 第 2 次 ） 入学試験

14 日 学部教務委員 会
15 日 大学院博士課程実地審査
16 日 教授会

研究科委員 会
専任教授会

17 日 学部施設整備委員 会 と 学部将来計画委員 会 と
の 合 同 委 員 会

18 日 平成 5 年度学 内 会計監査
25 日 前期 日 程入学試験

附 属 図 書 館 1
2 月 8 日 係 長連 絡 会

15 日 平成 5 年 度 学 内 会計 監 査
24 日 附 属 図 書館事 務機構 に つ い て の研修会

図 書館 職 員 研 修 会 （於 ： 県 立 図 書 館 ）
25 日 目 録 シ ス テ ム 講習 会 （地域講 習 会 ）

担 当 者 連絡 会 議 （於 ： 学術情報 セ ン タ ー ）
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水素同位体機能研究セ ン タ ー

2 月 4 日 R • I 教育訓練
28 日 平成 5 年度第 3 回水素同位体機能研究セ ン タ ー

運営委員 会

地域共同研究セ ン タ ー

2 月 7 日 企業 見 学 と 産学交流会 （於 ： 立 山 ア ル ミ ニ ウ
ム 工業閥）

14 日 地域共同研究セ ン タ ー運営委員会
第 3 回技術セ ミ ナ ー

15 日 地域共 同研究セ ン タ ー技術研究会
材料部会第 4 回研究発表会

2 月 10 日 第 1 回保健管理 セ ン タ ー 委員 会
第 2 回保健管理 セ ン タ ー 運営委員 会

24 日 第 2 回保健管理セ ン タ ー 委 員 会
第 3 回保健管理 セ ン タ ー 運営委員 会

編 集

印 刷 所

富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 約）


